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2022年12月1日発行 

糖尿病・生活習慣病センター医師の北川めぐみです。 

11月14日は世界糖尿病デーです。 

糖尿病は最近の病気と思われがちですが、なんと紀元

前からある古い病気です。源頼朝、織田信長、夏目漱

石も糖尿病だったといわれています。そんな糖尿病に

ついて質問をいただきましたので回答いたします。 

 

血糖値を下げるホルモンである『インスリン』の作用不足により高血糖が慢性的に続く病気です。 

高血糖状態が継続すると、動脈硬化が進み神経障害・網膜症・腎症といった三大合併症が出現します。また、

糖尿病を持つ方は糖尿病がない方と比べて脳梗塞・心筋梗塞になりやすいと言われています。  

糖尿病ってどんな病気ですか？   

どのような自覚症状があったら受診すればいいですか？  

のどが渇く、1日の飲水量が明らかに多い、夜間トイレに行くことが増え

た、体重が減ってきた・・・このような症状がある場合糖尿病が隠れてい

ることがあります。しかし、このような症状は自覚しづらく、「なんだか

最近疲れやすくなったなあ」や「食べているのに体重が減っているな、

ラッキー」と病気に結びつかないまま過ごされることが多いと思います。 

健康診断で血糖値が高いと指摘されましたが、特に不調がありません。

おかしいなと思ってからの受診でいいですか？ 

糖尿病の前段階、いわゆる『境界型糖尿病』の時点で心筋梗塞や脳卒中の発症リスクはすでに上昇していま

す。糖尿病の自覚症状が出た時には動脈硬化が進んでしまっていることもあります。また、早く治療を開始す

ればするほど、合併症は起こりにくくなります。不調が出てからではなく健康診断で指摘された時点で受診し

ていただきたいです。また、健康診断は早期発見のための重要なツールです。 

糖尿病教室があると聞きました。現在治療中ではないですが、参加できますか？ 

もちろん参加できます！この記事を読んで少しでも糖尿病に興味がわいてきたという方はぜひ参加してくださ

い。医師・薬剤師・栄養士・看護師・理学療法士・検査技師が糖尿病とその治療法についてお話いたします。

参加費は無料です 病院受付（TEL：62-2900 14：30～16：30）にお問い合わせください。 

受診方法を教えてください。  

予約制となっておりますが、8:00～11:30の間であれば予約外受診も可能です。ただし

外来は非常に混雑しておりますので、おいでいただいても病状によっては別日に予約を取

得していただくこともあります。  

撮影時のみマスクを外しています 



 

 

 

 

 

 

あがの市民病院、健康管理センターは、病院に併設した1階専用フロアにあり、病気の 

早期発見・予防をすることを目的に、「人間ドック」「健康診断」を行っております。 

医師2名、保健師1名、看護師2名、事務職員5名はじめ、診療科の検査技師、放射線技師、

視能訓練士など、各科と協力・連携し、幅広い検査を実施しております。 

健康管理センターでは予約制をとっており、午前の人間ドックが10枠、生活習慣病健診が

10枠。午後は定期健診・特定健診が10枠で予約をお取りしています。胃の検査では胃カメ

ラ枠を増やし経鼻カメラも取り入れています。 

人間ドックでは当日の結果説明を実施し、脳MRI検査、CT検査、腫瘍マーカー、他多数のオ

プション検査も実施しています。また、阿賀野市民の方には、まちづくりポイント3,000ポ

イントを付与しております 

各検査は最新医療機器を用い、専門技師が検査し、各科の専門医が判定し、必要があれば、

各診療科と連携し精密検査も実施し、予防から治療に至るまで一貫した健診体制の構築に努

めています。 

現在の健康状態の把握と将来の生活習慣病予防、健康寿命の延伸のためにも、年に一度の 

定期的な健診をおすすめ致します。 

皆様が 安心・安全に受診して頂けますよう日々努めております。 

どうぞお気軽に健康管理センターをご活用下さい。 

 花火を観る機会のなかった入所者様に「花火を観せたい」と長岡花火の
DVDを大スクリーンに映し迫力ある映像と音の中で、チョコレートを食べ
ながら楽しみました。 

嬉しそうな笑顔、じ～っと観ている方、涙を流している方もおり、感動し
ていただけたようでした。観覧後は水原銘菓蒸しよせ、プリン、ジュース
を食べ美味しいとたくさんの笑顔でした。いつもは施設内で行う行事でし
たが、あがの市民病院の講堂を借りて行いコロナ禍で面会も外出もできな
い状況の中、お出かけした気分になり、心弾みストレス解消になったと思
います。～花火観覧会～大成功でした。 

 10月29日に阿賀野市の水原公民館で開催された「みんなの医療・介護 NIC健康セミナー」

に当院の藤森勝也病院長、骨関節疾患センター長 藤井俊英先生が講演されました。 

この度、私は、外来師長として取り組んだ業務改善・人材育成に関する活
動内容について発表してきました。発熱外来の開設により外来部門スタッフ
のマンパワー不足が生じ、スタッフ全員で、この状況を打破するため取り組
んできた活動を評価していただきました。 

発表の中には、発熱外来や面会制限下における在宅看取りに関する取り組
みも多数ありました。コロナ禍における面会制限のため在宅看取りを希望す
る患者様・家族様は、当院でも増加しておりますが、未だ課題は多いです。
発表を見て、課題に対応するためには、外来部門、訪問看護・介護部門なら
びに入院部門とのさらなる連携強化が必要と感じました。 

今後は、地域連携支援部として、患者様・家族様が望まれた生活を最期ま
で続けることができるように、多職種間の連携に取り組んでまいります。 

 糖尿病・生活習慣病センターでは、11月に重点的に糖尿病に関する啓発活動に取

り組んでくれました。健康管理センターでは、新型コロナワクチン接種、インフル

エンザワクチン接種に尽力してくださっています。骨・関節疾患センターでは、高

齢化社会に対応して、骨粗鬆症・骨折・関節症等に対して、薬物・手術・ 

骨関節疾患センター長 藤井俊英先生 
中高齢者の膝の痛みについて 
～膝の痛みと付き合っていくために～ 

 当日は定員を超過する程の盛況ぶりで、地域医療の現状や変形性膝関節症の治療方法が紹

介されました。講演内容を熱心に聞き、時折メモを取るなど参加者の関心度の高さが伺える

貴重な機会となりました。 

藤森病院長 
みんなで考えよう地域医療の和 
～あがの市民病院が実践する地域包括医療・ケアとは～ 

2022年9月16,17日に千葉県木更津市の「かずさアカデミアホール」で行われた「第62回全国
国保地域医療学会」に参加してきました。学会のメインテーマである「コロナ・自然災害時代の
ニューノーマルを見据えたこれからの地域医療構想、地域包括医療・ケアの展望」について、地
震・台風・豪雨災害、Covid-19ならびに人材育成などの講演、口述・ポスターと合わせて約200
題の研究発表がありました。 

「第62回全国国保地域医療学会」に参加して 
地域連携支援部 遠藤 明日香 

健康管理センター 

院長のつぶやき 

リハビリテーションなどで連日大忙しです。学会発表してくださった方々もいます。

老健施設は、花火鑑賞会など楽しみ会を開いてくださっています。それぞれの部署

で、頑張ってくださっており、職員に感謝しています。 


